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Assiniboine Park Zoo
アシニボイン・パーク動物園

カナダ マニトバ州 ウィニペグ

＠ Churchill, Canada



氷と地域の関係性の説明

↑施設内の通路上に氷の様子を表す展示

氷が溶けることによって
地域住民の生活に変化が生じる説明→



気温の変化を表した展示

気温グラフをインパクトの大きい展示で表現し、変化が一目で分かるような工夫



ホッキョクグマ保全に関する情報

Leatherdale International Polar Bear Conservation Centre

ホッキョクグマの生息環境・生態・地域住民との関係・研究内容など



ホッキョクグマの脅威に関する情報

脅威の大きな要因として「気候変動」が取り上げられ、何が問題なのかを記載



問題を解決するには！？

「自分たちにできる行動」を詳細に記載



ex) 学校でできること

ex) お店でできること



子どもも楽しみながら学べる展示

親からはぐれた子グマを発見した場合の保全プロセス



California Academy Of Sciences
カリフォルニア科学アカデミー

アメリカ カリフォルニア州 サンフランシスコ



気候変動による海のサンゴ礁への影響



学びを体感できる施設



より学びを体感できる施設

標本や本など、自由に手に取って学ぶことができる



より学びを体感できる施設

パズル・粘土・塗り絵などを通して楽しく学べるスペース



屋上緑化施設“Living Roof”

建物の一部が気候変動対策を考慮した作り。来園者が自由に訪問することができる。



観察することができる鳥や昆虫、植物についての説明サイン

Living Roof



Living Roof

Natural Light

Heating and Cooling

Renewable Energy

ソーラーキャノピー
・約6万個の太陽光セルを設置
・年間約21万3,000kWhを供給

空調
・空気を取り込む仕組みで
建物を冷却

・熱気を逃がす

床暖房
・温水チューブ
・エネルギー需要
年間10％削減

特殊ガラス
・熱吸収率を少なく
・冷房エネルギーを抑える

土
・15cmの土が天然断熱材
・雨水を吸収
・在来植物や野鳥の生息

California Academy Of Science HP（https://www.calacademy.org/）

気候変動対策を考慮した建物

https://www.calacademy.org/


California Academy Of Science HP（https://www.calacademy.org/）

カリフォルニア科学アカデミーのWebSite

サステナビリティの実践

https://www.calacademy.org/
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California Academy Of Science HP（https://www.calacademy.org/）

https://www.calacademy.org/


San Diego Zoo
サンディエゴ動物園

アメリカ カリフォルニア州 サンディエゴ



遊びながら学べる展示

絶滅した動物のＸ線図

実物大サイズのゾウの首輪の模型



動物園ボランティアによる教育

ゾウの骨のレプリカを用いて仕組みを説明



まとめ

「野生動物の保全」「教育」

＜専門家の配置＞

・キューレーター（学芸員）

・野生動物の研究者

<資金確保>

・ファウンドレイジング

実現のために



ご清聴ありがとうございました

特定非営利活動法人 EnVision環境保全事務所
工藤知美
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